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はしがき

8月 21～ 22日 に北海道で、 8月 27～ 28日 に富山県で開催 しま した水稲直

播研究会現地検討会の記録をお届け します。

北海道 0富 山県で行われた現地検討会には、会員の皆様、行政・ 試験研

究・ 普及機関、栽培農家など直播に関係 した多 くの皆様の参加を得て現地

視察・ 検討が行われ、大方の会員の皆様には、直播の実態・ 問題点を把握

されてお られることと思いますが、当日の資料や討議を整理・ 記録 しまし

たので、今後の参考に して頂 きたいと思います。

現地検討会の開催にご尽力頂いた北海道・ 富山県の関係機関の皆様、及

び資料の整理にご協力頂いた北海道農業改良課総括専門技術員山崎信弘氏、

富山県普及技術課主任専門技術員山本良孝氏に厚 くお礼申 しあげます。

平成 8年 12月

水稲直播研究会

会長 井上喬二郎
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I 北海道の水稲直播栽培 (平成 8年度 )

1 北海道における直播栽培の概要

2 北海道における直播研究の概要

3 水稲直播研究会現地検討会

4 収量一覧

Ⅱ 富山県の水稲直播栽培 (平成 8年度 )

1 富山県における直播栽培の概況

2 富山県における直播研究の概要

3 水稲直播研究会現地検討会

【参考資料】
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ゴヒ海 F ttEの zヽ1君薔 I菫 ‐姜爵 5哉 1培 (平 成 8年度 )

海道 におけ る直播栽培の概要 北海道農産流通課稲作経営係長 羽貝敏彦
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2.北海道にお堕ヱ 直盤亘究の概要

(1)北盤道農業試験場

1)直 播適性 品種 の開発

① 寒地向け直播適性育種素材の開発

苗立ち性、耐倒伏性、多収性等の観点か ら新規形質の素材化を図りつつ、 ヨーロッパ品

種等を素材とした寒地向け直播優良品種の育成を実施 している。

② 高度耐冷。苗腐敗耐病品種及び超早生。多収品種の育成
苗腐 敗 耐病 性 につ いて は育 種 素材 の探 索 や検 定法 の確立 を 図 って い る。 超 早 生 品種 につ

いて は、 晩播 によ る苗立 ちの安 定 化 や晩植 に よ る移 植可能 期 間の拡 大 を 目指 して い る。 系

統 育成 は順調 に進 展 して い る。

③ 乾田播種早期湛水栽培における適応 品種の特性解明

品種の適応性 に関 して、湛水直播栽培 との差異の有無の確認、差異があるときは、 その

形質にそった育種を強化す る。今年度は主要な品種 について栽培条件の違いによる品種間

差、低温発芽性、伸長性等の調査を実施 している。 また、湛水 までの品種間差、湛水時の

伸 長程度 と苗立ちの関係を調査 している。

2)直 播導入 。普及のための地域特性の解明

① 直播導入のための地域特性 と水田作経営基盤の解明

これまでに普及 した湛水直播の定着過程を明らかにしつつ、新 しい直播導入のための経

営経済条件を明らかにする。 これまでに省力効果 (移 植の 50%)、 作業分散効果 (移 植

体系を移植 +直 播体系とすることにより労働時間ピークが約 50%に 縮減 )の 一部が得 ら

れている。

② 直播安定栽培のための気象特性の解明
一気象 の変動特性 の解 析 とメ ッシュ化 ―

気 温、 日照 な どのデー タベ ー ス作成 と変 動 特性 解析 か らメ ッシュ気 候 値 を求 め、 直播 の

立地条 件 図を作成す る。 今年 度 は気 温 デ ー タの収集 、 デー タベ ー ス化、 低 温 出現確 率 。危

険率等 の解析 を実施 中で あ る。

3)乾 田播種早期 湛水栽 培 の安 定 化技 術 の 開発

① 発芽苗立ち安定化要因の解明と苗立ち促進技術の開発
出芽・苗立ち安定化のため、被覆種子・ 被覆 しない種子について土壌条件・発芽促進剤

の特性・ 種子の特性か ら苗立 ち条件を明 らかにす る。 また、芽 出 し種子による苗立 ち促進

技術を開発す る。今年度は被覆資剤の利用法、直播用種子の採種法 と発芽苗立 ちの関係、

芽 出 し種子の播種・栽培技術、地下潅漑 につ いて検討 してい る。苗立率は覆土深 1 0mm以

下で高 く、酸素発生剤粉衣の苗立率は無粉衣 よ りやや高い。

② 安定多収のための生理生態的特徴と効果的施肥技術の開発

早生品種の好適生育相と効率的施肥技術、環境容量に対応 した施肥基準、簡易作物養分
・ 土壌診断法を開発する。今年度は早生品種の生育相と栄養制御技術、土壊 。作物栄養分

の簡易診断法について検討中である。

4)乾 田播種早期湛水栽培のための基盤改善技術の開発
① 高精度均平技術の開発

レーザプラウによる耕盤面の均平と排土板による田面均平を組み合わせた高精度均平技

術を開発する。今年度はクローラ トラクタによる耕盤均平と田面均平を組み合わせた均平

作業の精度・能率の検討を行 っている。

ヽ_
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②  浅層 暗渠 による迅速 用排水 技術 の 開発

大区画水 田の用排水 の 高能 率化 を図 るた め、 浅層 暗渠 の適 用疎水材 、 潅漑排 水 効 果 、 耐

久性 な どの検討 を行 う。 今年度 は暗渠 の深 さお よび疎水材 の 種類・ 量 につ いて 検 討 中で あ

る。

5)規 模拡大のための高能率播種・管理技術の開発

① 高精度不耕起播種技術の開発

播種作業の高能率化を図るとともに、播種部分のみを耕起 して砕土率を高め播種精度の

向上を図る。今年度は高精度砕土のための高速回転鋸刃について形状 。回転数 。わら処理
効果 ,覆 土深を調査中である。 50%前 後の苗立ち率が得 られている。

② 不耕起播種水稲の生育制御技術の開発

不耕起播種における発芽・ 苗立ち安定技術、不耕起播種水稲の効率的施肥技術を開発す

る。今年度は不耕起による苗立ち安定 。生育制御法を検討中である。

③l大 区画水田用高能率管理作業技術の開発 (次 年度開始予定 )

トラクタまたは乗用管理機を基幹とした大区画水田用の高能率生産管理技術 (除 草剤散

布 、病 害虫 防除、機械 除草 )を 開発 す る。

6)播 種期拡 大 のための 回場管 理 技術 の 開発

① 乾田化促進のための回場管理技術の開発

迅速表面排水による土壌の物理性などの改善効果について検討するとともに、乾田化促

進のためのチゼルプラウ耕起法等による乾田化促造技術の開発を行う。今年度は迅速表面

排水法について検討する。

7)乾 田直播 を基幹 とす る生産技 術体 系 と支援 方策 の確立

① 寒地における大規模乾田播種早期湛水栽培システムの実証

現地において乾田播種早期湛水栽培 システムの実証を行い、 システムの高度化を図る。

今年度は乾田播種早期湛水栽培を実証 している農家圃場において栽培体系、作業体系の調

査を実施中である。

② 乾田播種早期湛水栽培を基幹とする大規模稲麦生産体系の実証 (次 年度開始予定 )

規模拡大を図るため乾田播種早期湛水栽培と春播小麦の根雪前播種栽培を組み合わせた

稲麦栽培体系の実証を行 う。

③ 直播技術定着のための経営的支援システムの策定 (次 年度開始予定)

直播栽培を導入した水田作営農モデルの策定、直播導入のための意思決定支援システム

の策定 を行 う。

④ 地域への直播定着支援方策の解明 (平 成11年度開始予定)

直播技術 の普及・ 定着 の ための地域 支援 システ ムの策定 を行 う。
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(2)北海道立長業試験場

北海道では1993年 か ら単独事業で「低 コス ト生産総合技術開発特別事業」を下記 の試験

研究構成で開始 し、低コス ト栽培法の確立を 目指 している。

1)直 播栽培の現状と展望

表 1 低コス ト直播栽培の現状 と展望

現  状 将来展望 (20年 後 )

苗立ち性 :移
優

植用品種に
る
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＞
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収
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10年 後 (め ざす姿 )

苗立ち性 :「 きたいぶき」
と「緑育PLl」 の中間程度

:「 きらら397」 並
: 500kg/710a

直播栽培の普及
。高精度播種機の

味
量

食
収

性

性

冷

病

耐

耐

模
率

規
能
及

大
高
普

:強
:や や強 ～強

テ
播
播

直

で
直
一日
い

家

水

裏

し

農
湛

折

新

ス ト栽培
面積 :120ha
面積 : 60ha
播 :試験実施中

苗立ち性 :「 緑育 PLl」 並  ｀
ヽ

安
不

(

定多収栽培技
耕起直播栽培

滅r‐不 要 )

術の確立
基準の策定

21世 紀初頭における農業の技術的課題 と展望 :北 海道立農業試験場資料第 25号 1995年

2)道 立農試の直播研究体制

試験研究期間 :平 成 5年 ～ 10年  6カ 年

先端技術育種法開発      フ
°
ロトフ・ラスト培養変異の育種的

利用法 と遺伝子導入法の確立

超多収性品種開発 超 多収品種の育成

直播栽培用品種開発
湛水直播栽培用品種開発

不耕起直播栽培用品種育成
低コス ト米生産総合

技術開発特別事業 ― 湛水不耕起移植栽培法の確立

「

‐低コスト湛水直播栽培法の確立

卜‐不耕起直播栽培法の開発
L‐ 新開発技術の現地実証と経営

低コス ト稲作総合技術開発 ―

米の高度利用技術開発

経済的評価

流通米飯の調理・加工に関

す る要因解析

原料米の特性分析

小規模製造試験

構成機関 :中 央農試稲作部育種科、栽培第一科、栽培第二科、農業機械部機械科、

農業土本部生産基盤科、経営部経営科、農産化学部穀物利用科

上川農試研究部水稲育種科、水稲栽培科、土壊肥料科、病虫科

ヽ_
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3)北海道における直播栽培技術に関する近年の研究成果

①水稲直播栽培における発芽促進剤 (Ca02)の 効果 (昭和50年 )

②寒地直播水稲栽培における安定多収生産技術―折衷直播方式― (昭 和61年 )

③「はやまさり (上育395号 )」 の育成 (昭和63年 )

④水稲直播栽培暫定基準 (上川中央部に限定)(平成元年 )

⑤水稲湛水直播・大規模散播法に関する試験 (地域拡大など)(平成 5年 )

⑥「きたいぶき (上育413号 )」 の育成 (平成 5年 )

⑦中間母本「緑育PL]の 育成 (平成 5年 )

③「きらら397」 並の食味を持つ「空育159号 」の育成 (平成 8年 )。 ・現地試験は今後

4)低 コス ト米生産総合技術開発特別事業の現状と問題点

①湛水直播栽培

湛水直播栽培では30PSト ラクタ直装の条間 30cm,作 業幅 10mの湛水直播用条

播機を試作 し,作業速度 0.58m/Sで カルパー粉衣種子23kg/10aの 播種が可

能で,苗立ちも良好であったが,ブ ーム折り畳み方式などの改良が必要である。

乗用散播型播種機では苗立ち良好で,約 300-500kg/1oaの 収量を得ており,

また除草剤・肥料などの水田内散布も可能である。

冷害年には窒素濃度の高い多肥,追肥ほど不稔が多発 し,高温年には多肥で倒伏した。

年次を通して,N8kg/10aが 収量性からみて適量である。
土質の差によっても苗立ち率は異なり、とくに代かき直後播種、落水後播種などは苗立

ち不良となりやすい。

苗立ち不良と苗腐敗病の関係は年次によって異なり、高温年や低温の道遇時期によつて

は病原菌の影響が不明瞭となり、さらに検討を要する。

芽干し、中干 しなどは倒伏防止に有効であるが、除草剤の効果、薬害発生などにも影響

するため、総合的な水管理技術については、深水による雑草対策も含めて検討中である。

ノビエの 3. 5葉期まで有効な新除草剤クリンチヤーの実用性が確認され、有望で登録申

請中である。

現 状 :湛 水出芽方式 (慣行法、浅水管理 )

代かき後、湛水状態の水田に播種する方法。

湛水出芽のためカルバーを使用する。

播種深さが深いと苗立ちは低下 し、逆に浅いと浮き苗・倒

伏が発生する。

浮き苗防止のため芽干 しが前提 となる。除草剤の処理時期

の検討を要する。

改善策 :落 水出芽方式

播種後 10～ 15日 落水 し、出芽させる。

土中播種のためカルバーを使用する。

播種後落水で土壊還元を抑制 し、苗立ちは向上する。

浮き苗防止 。倒伏防止の効果がある。

なお、雑草対策、落水時の低温対策が必要。

t
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② 折哀直播、無代かき作溝湛水後散播作溝培土直播、不耕起直播

折衷直播、無代かき作溝湛水後散播作溝培土直播、不耕起直播など無代かきの乾田直播

方式には代かき湛水直播 と同等の苗立ちを確保 し、カルバー省略方式の手がか りも得 られ

ている。

しか し、土質や土壊の乾燥状態の違いにより砕土率、入水後の種籾への泥かぶ りの程度

などが異なり、発芽、苗立ちに大きな影響を受け、さらに、カルバー処理効果の出方も異

なる。

いずれも無代かきのため、土壊の透水量、漏水程度は代かき湛水直播より多 く、水温上

昇程度や肥料保持程度がやや低下するが、土壊還元は改善されるため発芽、苗立ちにとつ

てはプラスの効果も大きい。

雑草対策や施肥対策は今後の課題である。

現 状 :折衷直播方式

耕起・砕土後、播種 0鎮圧、出芽後入水・湛水。

トラクタ作業行程が多い (3～ 4行程 )。

高い砕土率が必要。雨に弱い。計画が立ちにくい。

鎮圧覆土のため、カルバーが必要。

改善策 I:作溝培土直播方式

耕起 。砕土 。無代かき 。作溝・播種後、入水.

耕起から播種まで 1行 程の同時作業が可能。

作業時の土壌水分の幅が比較的広い。

無覆上のため苗立ち向上を期待。カルバー不要の可能性

あり。

播種溝が自然に崩れ倒伏軽減効果を期待。

土質に適応 した溝の形状を検討 し、作溝ローラーの改良

が必要。

改善策 II:作溝湛水後直播方式

耕起・砕土・無代かき 。作溝・入水後、湛水散播。

作業能率が高く、カルバー不要の可能性あり。

苗立ち向上、倒伏軽減効果を期待。

上質に適応 した作溝ローラーの改良が必要。

なお、不耕起・無代かき直播 (播種溝部分耕起・施肥・播種 。覆上の同時作業)につい

ては平成 8年 より試験を開始している。

-10-
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3.水 稲直播研究会現地検討会 (参加者 :約 120名 )

(1)日  程

8月 21日  現地視察 12.30-18.00

① 北海道立中央農業試験場稲作部

* 乾田不耕起直播試験

* 乾田作溝直播試験

* 湛水土壌中直播・落水出芽法試験

② 北村地区

* 湛水直播 (大沼 ドリームファーム)

* 乾田直播

③ 美唄地区

* 乾田播種早期湛水直播

* 地下濯漑利用乾田播種早期湛水直播

* 直播用作業機械の見学

④ 妹背牛地区

* 地下濯水システム回場の湛水直播

* 用排水自動制御システム

⑤ 沼田地区

* 湛水直播 (落水散播 )

8月 22日  検討会  9.00-12.00

① 配布資料および視察現地に関する補足説明

② 総合討議

(2)検討内容

1)現地視察における説明

① 北海道立中央農試稲作部
* 乾田不耕起直播試験

部分作溝不耕起播種機 (条間 30c口,8条用)(みのる., PFT-8)に よる直播。土壌 :グライ

土,泥炭土、品種 :き たいぶき,ゆ きまる、を供試 して、苗立・生育・ 収量をみる。播種量は

12～ 13kg/10a。

* 乾田作溝直播試験

耕起作溝施肥播種同時作業 (条間 25c口,8条用)(松山,ニプロ)に よる直播。播種直前に

入水 (湛水)す る方式。供試土壌はグライ土,泥炭土。供試品種はきたいぶき,ゆ きまる。

播種量は 9～ 10kg/1oa。 播種深さ (溝の深さ)は 25m口,30■口。

`ヽ
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* 湛水土壌中直播落水出芽法試験 (供試機 は下記の 2機種)

a:乗用管理機用散粒機 (散布幅 10■ )(イ セキ IEB180s)

b:代 かき同時打ち込み播種機 (条間 25c口,6条用)(九 州農試式,幅 180c口 のパデイハ ロ

ーに装着)

供試土壌はグライ土,泥炭土。品種はきたいぶ き,ゆ きまる。播種量は 8.4～ 9.9 kg/10a。

種子打 ち込み鋸刃回転数は 300,500,700r.p.■ 。の 3段階。播種 日は 5月 15日 。

グライ土での播種後 5日 間の土壌の酸化還元電位 は、落水出芽は慣行芽干 しの約 2倍、その

後の 5日 間は約 1.5倍 と、高い値を示 した。

ポ ッ ト試験で も、落水播種は慣行湛水播種 に比べ高い苗立率を示 した。カルパーを粉衣 した

籾の落水出芽試験では、播種深 さが10～ 15■口であって も、苗立率60%と 高い数値を示 した。

落水 出芽法の苗立率は、グライ土より泥炭土が高 く、鋸刃の回転数は 500r,p.■ .以下の方

が良か った。品種間に差は無かった。

しか し落水出芽法は、慣行湛水法に比べ、播種後10～ 14日 間におけるノビエ 0ホ タルイなど

の雑草の発生が多 く、 とくにノビエで顕著であった。入水直後にサンウェル l kg粒 剤を散布 し、

14日 後 にクリンチャー l kg粒 剤を散布す ることによって、ノビエなどの雑草を抑えることがで

きた。

*湛水直播栽培の窒素施肥法試験

ヽ

② 北村直播圃場

* 大沼 ドリームファーム (代表者 市川裕晃氏):湛 水直播

複合作物 との労力競合、農業者の高齢化、水田の大区画化などによって、無人ヘ リコプター

による湛水直播を行 うこととし、平成 3年「 大沼スカイファーム」を設立 し、無人ヘ リ2機を ―`

購入 して、播種だけでな く、受託 して防除作業 も実施 してきた。平成 7年 か ら乾田直播 も行 う

こととし、平成 8年 に「大沼 ドリームファーム」を設立 し、この 2組織で進めている。

本年 (平成 8年 )の 直播は、湛水直播が 2戸 ,1.75 ha、 乾田直播が 5戸 ,3.91 haで ある。

湛水直播での播種量標準 (10kg/10a)、 カルパー粉衣量標準 (籾 と同量)の 2枚 の圃場 (0。 88

ha)の 苗立本数は 158及び 177本 /ば、 7月 29日 の茎数 は 980及び 690本 と、必要な苗立・ 茎

数が確保された。なお一部で、乾燥→表土剥離 による苗の消失が見 られた。

乾田直播の耕起・ 均平など播種前の作業 は、美唄方式 (ソ イルクランプラによる耕起、ラン

ドレベラー・ レーザープルによる均平、 スク リーンロータリシーダーによる播種)で行われて

お り、苗立本数は一部で 113本 /ごのところがあったが、他の 4枚の回場は 152～ 220本であ

り、 7月 29日 での茎数 も多 く 746～ 1,320本であった。

-12-
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③ 美唄市直播圃場

* 乾田直播早期湛水栽培 (且見隆氏圃場 )

経営面積 20ha、 うち水稲 14ha、 うち直播 7 ha。

乾田直播を実施するに当たって導入 した主要技術

作業体系 :つ ぎの とおり

赫

乾田処理 :雨 の後で も早 く圃場に入れるように、耕起 はソイルクランプラ (大型のチゼル)

を用いて、耕深 15c口 ぐらいまで土壌を破砕す る。

均平 :ト ラクタを利用 して、けん引型の レーザー圃場均平機 (東北農試式,本田農機)を用

いて均平化を図る。

播種 :揺動スクリーンロータリシーダー (小野農機)を用いる。条間 20c口、 10条。なお播

種時期については、播種期の幅を広 くす るため、早期播種 (本年は 5月 7日 )を検討 した。

本年の生育 :8月 10日 に出穂 した。穂数は 900本/ピ ぐらい。なお昨年の収量は、ゆきまる

。空育 125号 ともに約 560 kg/10aで あった。

労働配分 :水稲移植栽培の労働のビークは 4月 上・ 中旬 (育苗)、 5月 中・ 下旬 (移植)、

10月 上 0中旬 (収穫・ 調製)の 3っ である。移植 に直播を組み合わせ ることによって、この ビ

ークをこわす ことができた。

* 汎用水田における地下灌漑大規模乾田播種早期湛水直播 (林功一氏圃場)

(こ こでい う地下灌漑は、暗きょを利用 して用・ 排水管理を行 うだけでなく、地下水位を自

由にコン トロール して、作物の生育や作業を行 うに適 した状態をつ くるね らいをもつもの )

水稲作面積 7.95 ha、 全面積 直播。

乾田直播を実施するに当たって導入 した主要技術

作業体系 :つ ぎのとおり

`ヽ

入水

播種 :逆転 ロータ リシーダー (松 山・ ニプロ)を用 いる。条間 20c口 ,12条。

地下灌漑効果 :早期播種による安定生産、地下水位制御による苗立ちの促進、状況に応 じた

細かい水管理、転換畑作物の生産性向上、暗 きょの 目づ まり防止。

昨年 (平成 7年度)の収量は、基肥区は 594 kg/10a、 追肥区は 613 kgで あった。

なお復元田の均平には、 レーザープラウを用いて反転 し、 レーザー均平機を用いた。
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④ 妹背牛直播圃場

* 地下灌水システム圃場における湛水直播 (藤原繁氏圃場)

圃場面積 1.2 ha、 泥炭土、壌土、地下灌漑方式圃場 (宮城県方式に由来するもの)。

品種 :ゆ きまる、播種量 10 kg/1oa(カ ルパー粉衣量 60χ )、 乗用播種機 (条 播, 6条 ,

ヤンマー)、 播種日 5月 15日 、湛水 5月 15日 。

生育状況

茎数 (本 /ぱ )

6.14   7.24   8.2

草丈 (m)

6。 14   7.24 0 ●
0.乙

261    976   945 13.4   58.4   68.6

幼穂形成期 7.15、  出穂期 8.10

発芽率は 95χ 。 6c口 ぐらいを目標に、保温のため水を入れた。茎数が多すぎたので、深

水 (20c口)で対応 した。

* 用・ 排水自動制御 システム (妹背牛新千代第 6地区 )

この圃場は、水位 0温度などを自動計測 して給・ 排水を行 う自動制御装置を設けている。基

本設計は東北農試方式による。

⑤ 沼田直播圃場

* 落水散播湛水直播 (山 本和雄氏圃場 )

11枚 の圃場、計約 4 haで直播を行 っている。浅水で代かきを行い、落水 して播種する。

播種後は 2～ 3日 落水の状態でおき、入水。カルパ ーは粉衣せず。品種は、きたいぶき,ゆ

きまる,空育 125号。播種 日は 5月 25～ 27日 。 ミス ト機 による散播。

品種別の生育経過はつぎのとおり。

ヽ

茎数 (本/ご )

6.21   7。 10    7.25 6.21

草 :丈 (Cm)

7.10    7.25

きたいぶき

ゆきまる

空育 125号

332

347

281

725

1,303

1,095

1,624

1,494

1,1213

13

12

16

26

25

31

54

49

幼穂形成期 出穂期

きたいぶき

ゆきまる

空育 125号

7.15

7.16

7.16

8.14

8.15

8.17

―-14-
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出芽までの期間は約 10日 間、落水期間が長いと出芽が遅れるようである。落水管理により

浮 き苗は少なか った。ただ し埋没深さが 1回口より浅い場合は浮き苗になりやすい。

幼穂形成期は昨年並であったが、出穂期 は 3日 ほど遅れた。落水中に鳥 (カ ラス,雀)の飛

来があり、湛水の場合より害が多い。

2)検討会  司会 :山 崎信弘氏 (北海道農業改良課 総括専門技術員 )

① 資料および現地に関する補足説明

* 北海道における直播栽培の概要 (北海道農産流通課 羽員敏彦氏)

直播栽培は、近年、増加傾向にあり、平成 8年は 170 ha程度と見込まれている。様式別に

みると、乾田直播 (乾田播種早期湛水栽培)が大きく伸びており、平成 7年 では乾田直播61%,

湛水直播39%の 割合となっている。

育苗・移植作業を必要 としない直播栽培は、低コス ト・ 省力技術として注目を集めているが、

問題 は, 苗立性、倒伏、収量性などの不安定要因が多 く、道内各地で試作されているが、水

稲作付全体に占める割合は、極 くわずかである。

地域的には、道内の主要稲作地帯の空知・ 上川で多 く導入されており、特に美唄市のウエー

トは高 く、平成 7年 では道全体の直播面積に占める割合は58%と なっている。

直播栽培の取組事例をみると、直播技術の導入動機 としては、①稲作の規模拡大、②野菜な

ど複合部門の充実などを図るための省力技術としての位置づけを重視 している事例が多い。

生産段階では、直播栽培研究会の組織化など熱心な取組みが展開されているが、実際の導入

事例をみると、多 くの事例は、収量性の問題などから経営の一部、または試験的な導入にとど

まっているものが多い。

* 北海道農業試験場における直播研究の現状 (北海道農業試験場 古川嗣彦氏)

直播適性品種の開発に向けて、ヨーロッパの品種を利用するなど、寒地に向いた育種素材の

開発や、高度耐冷性 0苗腐敗耐病性品種の育成、及び乾田直播早期湛水栽培における適応品種

の特性解明を行っている。

直播を導入 し普及する背景ふとしての、地域の特性を明らかにする。一つは直播導入のため

の経営経済条件を明らかにすることであり、一つは直播安定栽培のための気象特性の解明であ

る。気象データーペースからメッシュ気候値を求め、直播の立地条件図を作成する。

乾田播種早期湛水栽培の安定化 (発芽 0苗立ちの安定化要因の解明、苗立ち促進技術の開発

)と 、基盤改善技術 (高精度均平、浅層暗きょによる水管理)について検討 している。

また、規模拡大・ 播種期拡大に伴う技術上の諸問題などについても、試験を行っている。

―-15-



* 北海道立農業試験場における直播研究 (上川農業試験場 谷川晃一氏 )

北海道では、1998年 から単独事業で「低コス ト米生産総合技術開発特別事業」を開始 し、低

コス ト栽培法の確立を目指 している。現状をベースに、10年後のめざす姿と、20年後の将来展

望を画き、日標としている。この事業の中で、直播栽培用品種開発 (湛水直播用、不耕起直播

用)、 低コス ト稲作総合技術開発 (低 コス ト湛水直播栽培法、不耕起直播栽培法など)の研究

を行 っている。

この事業での湛水直播栽培研究のなかで、湛水直播用条播機 (30psト ラクター直装、条間30

c口、作業幅10■)の試作を行い、乗用散播型播種機の利用では、除草剤 。肥料などの水田内散

布 も可能で、約 300～ 500 kg/10aの 収量を得た。

総合的な水管理技術については、慣行の湛水出芽方式 (浅水管理法)を改めて、落水出芽方

式とすることを検討 している。すなわち現行法では、播種深さが深いと苗立ちが悪 く、逆に浅

いと浮 き苗・ 倒伏が発生する。浮き苗を防止するためには芽干 しを行 う必要があり、除草剤の

使い方についても検討する必要がる。落水出芽方式は、播種後 10～ 15日 間落水 し出芽させ

る方法で、播種後落水で土壌還元を抑制 し、苗立ちを向上させる。この方法はまた、浮き苗防

止・倒伏防上の効果がある。なお,雑草対策・落水時の低温対策が必要である。

折衷直播・無代かき作溝落水後散播作溝培土栽培・ 不耕起直播の乾田直播については、代か

き湛水直播と同等の苗立ちを確保 し、カルパー省略化への手掛かりになると期待されている。

しか しこれ らは、土壌レより作用・ 影響の出方が異なり、雑草対策・施肥対策を含め検討の対

象となっている。現行の折衷直播栽培が雨に弱 く、作業計画を立てにくいことから、耕起から

播種までを同時に行う「作溝培土直播方式 (乾 田直播)」 や、「作溝湛水後直播方式 (無代か

き湛水直播)」 が改善策として検討されている。

* 沼田における水稲直播栽培の取り組み (雨竜町地区農業改良普及センター 加藤俊三氏)

平成 2年に直播用系統品種予備試験を行い、 4年 には直播研究会が発足するなど、今日まで

直播に取 り組んできた。

現在の沼田町の 1戸 当たりの水稲作付面積は 10haで あるが,今後の農家戸数の減少

により1戸 当たりの作付面積は増大する。現在の作付様式は成苗ポットが 70%以 上であ

るが,作付面積増によって育苗資材やハウス用地の拡大が必要となる。

畑作・ 水稲作複合経営があり、園芸作物 (メ ロン・ 花)と の複合経営も増加 しており、労力

競合を考えると、直播を考えぎるを得ない。

直播の藩種法は何が良いか。散播方式は設備はかからないが均一散布にコツを要する。条播

方法は設備投資が大きい。
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落水出芽により苗立ち確保は容易と思われるが、その前提として圃場の均平化が必要であり、

除草剤の散布時期が遅 くなるので、 ヒエ・ハイコヌカグサなどが多 くなる。

品種については特性だけでなく、売れることが必要。「 ロット」を確保するため、地区であ

る程度 (10%)作 付けられていることが必要。

普及に当たっては、水稲作イコール移植栽培のイメージが強 く、農家が取 り組みづ らい面が

ある。

* 美唄市における折衷直播栽培 (空知中央地区農業改良普及センター エ藤淑郎氏)

平成 4年頃までの直播面積は10ha程 度であったが、 5年以降急増 し、本年 (平成 8年 )で は

117 haと なった。大部分が乾田直播 (折衷直播)である。直播栽培を行っている農家は31戸 で

あるが、 このうち9戸 は水稲作面積の全てを直播で行 っている。収量は、年による変動はある

が、移植に比べそれほど落ちてはいない。

平成 8年度の作付品種は、空育 125号 (48%)・ ゆきまる (45)・ きたいぶき 他 ( 7)。

折衷直播栽培法の栽培上での特徴は次のとおりである。

ソイルクランプラー (チ ゼルプラウ)に よる耕起作業 :圃場の均平も容易で、プラウ耕に比

べ降雨後の排水が良好で、耕起後雨にあっても圃場に入ることができる。

圃場均平作業 :レ ーザー均平機を試作中 (一部で使用)。

小明渠 (多機能型)の設置 :畔 に沿 って溝を設け、タテ 0ヨ コに明渠を設ける。水の供給が

迅速に行われる。

播種 :乾田播種、 5月 上旬頃播き、播種量 10kg/10a、 目標苗立本数 200～ 250本 /ご、

覆土の厚 さ 1～ 10m、 施肥位置 3～ 5C回 の深さ

初期の水管理 :用水に通水されたら、小明渠に入水する (湿潤状態)。 気温が上昇 (日 平均

気温12℃ )し たら入水 し、湛水状態にする。

除草剤処理 :入水15日 頃にサンウェル粒剤処理。

この方式は、省力的で耕起 しやすく、登熟期間が短い (移植が50日 かかるのに対 し、この方

式では45日 ぐらい)な どの優れた点があり、一方、種籾が多 く必要、カルパーが必要 (種子重

量の50%)、 降雨の場合播種作業が不可能、機械の価格が高 くコス トが高 くなる、などの欠点

をもっている。

* 東川町の水稲直播栽培について  (大雪地区農業改良センター東川駐在 国久晃氏)

平成 5年には13haで あった直播も、本年 (平成 8年 )に は 3.5haま で減少 した。減少の原因

は、苗立ちの不安定、収量が不十分、転作強化で移植にシフ トなどであるが、最も大きいのは

・きたいぶき'が 食味の問題で売れなくなったためである。
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本年は大部分が “ゆきまる'である。東川の直播栽培の 3氏 の、栽培の概要は次のとおりで

ある。

耕作者 面 積 播種 法 播種 日 出芽 日 苗 立 数 芽干期 間 幼穂形成期 出穂期

秋葉

水野

溝 □

2.3 ha

O。 6

0.6

30c口条播

30c口 条播

散播

5.19

5.17

5.21

5.30

5.29

5.28

177本/ご

196

3()4

5。 19～ 5.30

5.30

5.28～ 6.1

8。 9

8.8

8.10

条播 は 8条条播機使用、覆土無 し条播。散播 は動 力散播機使用。

本年の苗立 ちは良か った。小溝切 り・ 覆土無 し条播 (溝 の中に播種、覆土 は しないで土の崩

壊で カバ ー)で は、有機物が溝 にたま り土壌還元 が進 み、発芽率が落 ちる。 これに代わ る方法

と して落水 出芽法 を検討 してい る。

② 総合討議

* 乾田直播について

且美 隆氏 (美唄市 )

行政 も直播に真剣に取 り組んでほしい。美唄で直播が伸びたのは、研究会ができたこと、粟

崎 さんの助言がぁったこと、市のパ ックァ ップがぁったことのためである。直播はまだスター

トしたばか りであり、スター トに当たっては行政のパ ックアツプが欲 しい。行政の対応は不十

分で、普及員 も移植中心で、直播については技術対応力が不十分である。稲作の中心は直播で

あるとい う考えで進めてほしい。移植で も、機械移植になったとき相当に補助金をつけている。

直播 もスター トに当たって、行政的な補助がぁって もよいのではないか。

移植 と直播を組み合わせ ると、労働の ビークがな くなってよい。田面の均平は、水の無い状

態でなされ るのが、その後の稲の生育にも良ぃ。 ロータリ耕を否定 したところに美唄がある。

残 された問題 として品種があるが、 `ゅ きまる'で もやれなぃことはない。収量の安定性に

っいて も、まだ直播の方がばらつきがある。美唄は温田が多い。温状態で代かきをするのは間

題。大規模圃場での稲作は、収穫が安定 してできることが必要。将来は乾田での直播となるの

ではないか。品種 空育 159号 がでてきてお り、スガノ農機などメーカーにも恵まれている。直

播をもっと加速 していきたいo美唄の研究会 も年に数回開いているので、多 くの方に参加 して

ほ しい。

市川裕晃氏 (tiETttI7r'L)

北村の直播 は、収量性で は殆 ど問題ない。北村 の直播 は美 唄を見 に行 くことか ら始 まった。

地下水位制御施設 が あ り、暗 き ょを抜 くと翌 日は入 れ る くらい排水が良 い。移植では収穫機が

入 らぬが、 この方式 で は問題が無 い。均平 に レーザ ー レベ ラーを用 いてい るが、 この効果 は大

きい。

乾 田直播 (折衷 直播)は降雨が障害 とい うが、雨の時 まで働かな くて もよいので はないか。

ヽ

ヽ
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長谷幸孝氏 (妹背牛町)

乾田直播と湛水直播の両方をやっている。排水の悪いところでは、粟崎 さんの指導で折衷直

播をやっている。湛水直播は、ヤンマーの 6条乗用播種機で播いている。散播では、よほど

上手にや らないと、倒伏するし登熟 も悪 くなる。

かって寒地稲作は移植を前提に考えていたが、農家が減少 し、 1戸 当たりの経営規模は増大

している。私は夫婦 2人 で 8 haの 稲作をや っているが、雇用はどうして も必要で、育苗で 6

人 も要る。播種時は 2～ 3時間 しか寝れぬ。 この状態を直播で打開 したい。離農 していく農家

の圃場を荒 らさぬ技術は直播ではないかと考えている。

今年か ら、町か らも直播に 100万 円応援 してもらえることになった。町長 自身 も l haの 直

播を行 っており、来年は町で播種機を買 うことになっている。技術の立上が りの時には、行政

t 
のパ ックアップが必要。

技術の問題 としては、
′
除草剤の散布時期の タイ ミングのとり方の問題、安定 した苗立ちの確

保は水管理技術だけでは間に合わないのではないか。 品種 としては、 “ゆきまる・ より3日 早

く売れる味のものが欲 しい。早 く出 して、評価は農家にまかせた らどうか。

重森隆氏  (空知中央農業改良センター )

移植栽培では地耐力が弱 く、この数年、 クローラ トラクターが数多 く購入され、機械投資が

増大 した。乾田での直播の必要性を痛感 している。

南雅人氏 (日 高西部農業改良センター )

乾田直播 (折衷直播)は倒れなかったので良かった。湛水直播は、今年 もまあまあである。

問題点は、除草剤の選び方 0使い方、乾田直播の播種機の価格の高 さ。今後、どのような人

t に、どのような直播をやってもらうか迷 っている。

* 湛水直播について

秋葉功氏 (東川町 )

美唄は石がひとつ もな く羨ましく思 った。東川の水田は砂利層で成 り立 っており、大きな石

が ゴロゴロしている。従 って、乾田直播の実施 は不可能である。地域性の違いを痛感 している。

東川では 50 haぐ らい稲を作 っている人 もあ り、直播の素地はある。私 は昭和59年 か ら直播

を始め、本年は 2.3 ha作 っている。本年は “ゆきまる'を作 っているので良いが、昨年まで

は “きたいぶき'を作 ったので買 って もらえず、直播栽培が減少 したのはこのことによる。

それぞれの地域性があ り、それに従 うしかない。私は今後とも、湛水直播でいくつ もりであ

る。
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原田正氏 (ニ セコ町役場 農林課 )

直播はコス トは下がっていないが、省力化の効果はある。直播のウェイ トを高めることによ

って、移植 も楽 になる。現在、湛水直播を中心に進めている。乾田直播の方向にあるといって

も、機械投資のことを考えると、二の足を踏 まざるを得ない。品種については、新食糧法の下

では “きたいぶ き'は駄目。現地試験の場を増や してで,も 、早 く結論を出 して欲 しい。

“ゆきまる'の評価は、移植 と直播では違 うのだろ うか。

細州 篤通氏 (南後志農業改良センター蘭越駐在 )

後志で も農家が減少 している。水田維持のため直播が必要 とは思 うが、どのように進めるべ

きか、 日下、傍観中。 しか し大 きな関心を持 っている。

木谷克己氏 (沼 田町 )

平成 2年 より、湛水直播 1本で進めてきた。沼田は、積雪地・ 寒冷地で、融雪が遅 く5月 に

入 ることもある。従って吟 後 とも、湛水直播でいかざるを得ない し、いけると思っている。移

植 に比べ、直播は歴史が浅いのでいろいろ問題 もあるが、品種は “ゆきまる'を用いて、湛水

直播で今後も進めたい。

* 品種について

荒木均氏 (北海道農業試験場 )

“ゆきまる"の 食味は, “きらら397"並 .直播 と移植の食味試験の結果では,正常な生

育を した直播米は,移植米に優るとも劣ることはない。味だけでな く見掛けも良い。

新品種の育成は、 “空育159号 "の ように、国産米 どお しの交配種 も外国米 と掛け合わ したも

の も、近 く出て くることになろう。当面、早生が求め られるが、例ぇば “空育 159号 "は
優秀な

品種ではあるが、流通に乗るためには最低の ロッ トに乗 る量の確保が必要である。早の晩の品

種は系統数が少なく、増やす必要がある (ち なみに “ゆきまる・ は早の中)。 直播にしか使え

ない品種は困る。

佐々木忠男氏 (北海道植物遺伝資源セ ンター)

“空育159号 "は 、北海道 グリーンパイオ研究所 との共同研究で作 ったもの。食味は、 “きら

ら 397'並 で、 “ゆきまる'よ り3日 早い。 まとまったロットが とれるか、 という問題はある。

山崎信弘氏 (北海道農政部総括専技)

来年の現地試験に種子の供給ができるか とい う問題がある。 これは登録 したうえで出すこと

になっていることと矛盾す る。 しか し、思い切 って出 したらいいと思 う。

且見隆氏 (美唄市 )

道立農試 (岩見沢)で適 しないといって も、岩見沢 と美唄では気象 も違 う。あまり決めつけ

ないてほしい。
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* その他

古原洋氏 (北海道立中央農業試験場 )

落水出芽法は、湛水直播に比べ、 6月 上旬のノビエの発生が多い。ホタルイもノビエほどで

はないが、同 じ傾向にある。 一部でハイコヌカグサ・ イヌガラシも問題になっている。これ ら

については,生態を抑えてお く必要がある。

伊藤純雄氏 (北海道農業試験場 )

湛水直播・ 乾田直播というが、代かきをす るか しないかの問題ではないか。

田中基晴氏 (北海道農業試験場 )

直播は、稲作作業の労働の ピークをこわす ことに意義があり、複合化との関連で省力化する

意味がある。 コス ト低減の効果はあまりな く、今後 とも複合部門 との関連で考えたらどうか。

、し  大釜和憲氏 (ヤ ンマー農機株式会社)

栽培技術に対応 した機械を提供することに、スタンスをおいている。 しかし目下、直播の栽

培様式が多数あり、どれに対応 したらよいか困っている。現在、湛水直播の条播機を提供 して

使 ってもらっている。

鈴木一弘氏 (福島県須賀川普及センター)

[福 島県では直播栽培の積極的普及を図っており,そ の概況について説明があった。 ]

鷲尾 養氏 (水稲直播研究会 )

落水出芽は,湛水直播栽培の出芽の安定と倒伏軽減に有効な技術であり,安定多収のポ

イン トといえる。これまでは,府県で効果を認めていたが,北海道では出芽期が低温であ

るため効果が疑問視されていた。 しかし, ここ1-2年 の研究で北海道でも有効であると

認め られつつあり,全国的に普及可能と思われる。

｀― * 今後の普及について

山崎信弘氏 (司 会 )

指導者・普及員の養成とともに,研究者の現場指導にも力を入れる必要がある。また,

普及の取 り組みもTOP― DOWNの 方式では駄目で,現場重視の対応が望まれ,農家の

積極性にも期待 したい。

青山俊夫氏 (北海道農産流通課 )

道 としても最大の関心事であり, さらに積極的に,現地の運動にも対応 して普及を図 り

たい。

鈴木富男氏 (農水省農産課 )

直播の位置づけを明らかにし,現場技術への対応を強化 して,技術確立に努めたい。
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古川嗣彦氏 (北海道農試 )

機構改革により,北海道農試にも地域対応の総合部ができるので,現場とのつながりを

強 くしたいと考えている。

鷲尾 養氏 (水稲直播研究会 )

直播の導入には目的をはっきりし,様式の選択に際 しては技術と経営の両面を考えるこ

とが望ましい。現在,国 で検討中の導入の判断基準が速やかに整理されることが望まれる。

今後,研究 。普及 。現場が一体となって直播への取 り組みがなされることを期待 したい。

4.収量一覧  (12月 4日  北海道直播連絡協議会第 6回研究集会資料より抜粋 )

(1)北村地区

1)湛水直播

荒 山 敏 文 氏

カルパー標準量区 カルパー減少区

(1:1)  (1:0. 5)

L

ヽレ

精玄米重 kg/10a

屑米重 kg/10a

登熟歩合 %

千粒重  g

口  橋
ロロ  ′贈E

精玄米重 kg/10a

屑米重 kg/10a

登熟歩合 %

千粒重  g

注 :品種はすべて「ゆきまる」

2)乾田直播

566

17

84. 4

22. 8

578

21

88. 2

22. 7

阿部 正氏

水稲継続田

ゆきまる

441

34

72. 3

2 1.  5

注 :空育 125号 は,出穂遅れによる登熟不良の影響が大 きい。
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川 崎 雅 美 氏

標準播種量区 播種量減少区

(10kg/10a)     (8kg/10a)

2 72

422 341

13 13

8 2.  9 64. 6

22. 9

市川祐晃氏

小麦復元田

廣川丈夫氏

水稲継続田

今井作光氏

水稲継続田

小松昭仁氏

小豆復元田

空育 125号

349

27

46. 2

21.4

ゆきまる

301

23

76. 3

22. 8

ゆきまる

571

25

82. 4

22. 8

空育 125号

300

23

4 8.  2

21. 6

ヽ



(2)沼 田地区

平成 8年

平成 7年

差

緩効性肥料区

化成肥料区

`ヽ _
(4)東川町

栽培者

秋葉氏

同

水野氏

溝L氏

不稔

歩合 %

10.0

21.3

-11.3

▲

ヽ

① 収量は昨年比 131%で ,品種別では「きたいぷき」〉「ゆきまる」〉空育125号で

あった。

② 収量構成は,一穂籾数は少なかったが穂数増加と不稔歩合の低下によりm2当たりの

稔実籾数は,昨年比 130%で あった。

(3)当麻町  (長谷川氏圃場 )

玄米千粒

g

22.4

21. 6

実 収

(kg/10a)

460

480

500
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kg/10a

玄米重 屑米重

屑米

歩合 %

籾摺

歩合 %

千粒重

g

一穂

籾数

471

359

+112

25

91

-66

5.1

23.1

-18.3

77.8 21.4

21.6

-0.2

36.8

46.7

-9.9

精玄米重

kg/10a

屑米重

(kg/10a)

屑米歩合

%
登熟歩合

%

m2当たり

総籾数

556

541 63

41 ρ
Ｏ

　

（
υ

Ｑ
υ
　

Ｆ
Э

2.  2

6.  4

30,200

33,200

品 種 播種法 m2当た

り総籾数

不稔歩合

(%)

収 量

(kg/10a)

屑米重

kg/10a

きたいぶき

ゆきまる

ゆきまる

ゆきまる

30cm条播

30cm条 播

30cm条 播

散播

30.000

25,500

30,100

31,000

3

5

7

1 8

７
‥
　

”５

　

７
・
　

■
■

361

430

432

418

71

47

66

52

穂数や一穂籾数が少なく,総籾数が不足して不稔は少なかったが,収量はやや低かった。

「ゆきまる」の 3か所の平均収量は10a当 たり427kgで 同様な地帯の移植の {ゆ きまる」

の4か所の平均 501kgよ り低かった。また,条間は昨年までの20cmの 方が良さそう。



(平成 8年度 )

富 山 県 の 水 稲 直 播 栽 培
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署ぎ Lu県 の 水 稲 直 播 栽 培 (平成 8年度 )

1.富山県における直播栽培の概況
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‖l技 術 対 策

① 直播栽培に用いる品種は、原則として
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③ 適切な栽培管理を徹底し、[にも質の安定

1

ヽ

ほぼ全域の上壌で導入可能であるが、土壌が遠元化しやすい粘質σヽ透水不良田は、苗立の 1氏 卜を招きやうい

れたところでは、遠元化が進みいづいのです1l ιする。
いところは避ける。

る。
ましい。

十
（
昔
口

込
の

き
度

す
密

。

が
息
る

ん
″̈
卜
し
■
ノ

機

の
避

有

ス
は

の
ラ
場

量

力

ほ

大

なヽ

ど
く
難

な
近
困

田

の
の

用
川
理

施

河
官

肥
や
水

う

ｍ
に
　
ヽ

ゆ

る

場

き

す

ほ

執
書
０
い

未
′―．■
タ

。
や
の
の

る
田
モ
生

件

の
え
跡
ガ
発

条
内
控
麦

ル
草

場
県
で
大
力
雑

ほ
＞
の
＞
＞
＞

１

　

２

３

４

け
切
工

避

が
で
み

の
組

く
取

招

る

を

よ

良

に

不
睡

執
官
¨

ｎ，
生

る
中

よに

合
れ
場

遅
た

の
し

期
慮

熟
考

成
を大ヽ

１

広
純
一の

口
¨
結̈
川̈

生
期

種
晩
作

●
」
＞
＞

１

２

３

＜

＜

′
、″

　

。

意
し

留
ま

に
望

う
が

よ

Ｌ

る

こ

れ
む

ら
組

得
り

が
取

県
て

い″
ｒ
し

営
化

経
団

の
集

等
を

減
場

底

ま
卜
の

ス
上

コ
以

よ

ｈ
み

ヽ

組
ら

取
か

な
点

的
観

織
る

組
図

や
を

体

一

営
統

経
の

い
術

き
技

大
培

の
栽

模
や

規
化

営
率

経
効

■
，

の

態
家
理

形
農
管

の
核
培

組
中
栽

取
＞
＞

１

２

４

＜

＜

ヽ

項   目 主 な 栽 培 管 理 の ポ イ ン ト

本田準備 ・田面の高 ([ヽ 差は、±5cm
・代かきは、ね り過ぎないよ
前を目安とする。散播では、

る。
条播では、壌上で1番

水で代かきを行い、
5～ 7日 前、埴
問以内で幡IIす

壌上で播千1の 6～ 8「 ]

る。

以内とす
うにし、
少なめの

11の
姿女Π寺

種子予措 種子量は、
浸種期間は
酸素発生剤

0 a当 たり3.5～ 4kgを 準備し、発芽 ・苗立ちの向上のため、塩水選を徹底する。
平均 15℃ の水温で 7日 間とし、 2日 に 1日 は水の交換を行 う。
カルバー」によるコーテ ィングを行 う。「

1番    1重 1番 f重 日寺H月 は
条幡では、
幡種深 さ |よ

、平均気温が 15℃以上と
1層 種時の土壌を硬めにし、

なる5月 1日 ～ 15日頃 とする。
1番 種深度が深 くならないように注意する。

0.5～ l c nl程度とする。

施   肥 基肥窒素量は、稚苗移植栽培の80～ 90%と する。
穂肥は、倒伏させないように、十分注意して施用する。

水 管 理 とする
る.

生育初期は、水温を高めるため、 3～ 4cmの 浅水
1番 千重後 10に1日 頃に、 芽千しを行い、 苗立率の向 |:

有効茎の 8()%程度 6′τ保されたら、中千しを行なう
中干 し後は、間断かんがいとし、収穫の 1週 間前ま

管II理

を図

で土壌水分を保つ。

雑草防除

病 害 虫 防 除

播種前には、除草剤を使用しない。
眸草剤使用前に水の交換を行う。
除草剤は、出芽揃期で、代かきから 15日 以内に1,む 用する。
除草効果を高めるため、少なくとも1週間程度、湛水状態を保つ。

6月 中旬に遅れないように、
出穂前後の総合防除を徹底す

オリゼメート粒剤を施用する。
る。

収   穫 籾の黄化率が85～ 90%程度の適期に刈り取る。
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IV 推 進 対 策

県米作改良対策本部生産部会が中心 となり、研修会の開停、巡目指導などを実施 し、技術対策や情報伝達の徹底を

図る。

各水稲直播栽培実施地区に対しては、農業改良普及センターが核となり地域の技術者協議会の協力を得て組織的な指

導を行 う。

3 「21世 紀型低コスト省力技術モデル事業」や「水稲直幡栽培推進モデル事業」により、
し、条件整備や濃密な技術指導を推進する。

「直 1層 モデル地区」を設定

4 「水稲有望品種市場評価調査事業」等により、『富山36号 』の直播適応性等について、現地実証を行 う。

5 -定の要件による水稲直播栽培実施面積については、減収相当分の面積を新生産調整推進対策における転作等実施而

積としてカウントする。

木県における直掃戟賠而積の推移 (単位 :1、 a)

2

年次 昭51 昭 52 昭 53 昭 54 |1召 55 昭 56 昭57 昭〔18 昭59 昭 60 昭61 昭62 昭63 平元 112 ]17 平8

栽培面積 19 19 21 33 30 30 32 57 70 64 54 37 61 95 l12 127 123 117 125 138

市町村別の直播栽培面積の推移 (!卜 (ヽι: in a)

市町村名 昭 60 平  元 lι   2 平  3 平  4 平  5 14  6 平  7 平  8

朝 日町 16 1.7 2.8 4.3 3.0 2.8 40

入 善 町 0.4 3.8 6.0 2.5 1.7 1.0 07

黒 部市 0.5 0.3 1.2 1.3 3.6

字奈月町 0.3 0.9 1.0

滑 川 市 0.3 0.3 0.3 0.3 03

上 市 町 0.6 3.0 2.0 1.0 1.0

立 山 町 5.5 10.4 8.5 10.7 11.7 ll.7 10.3

富 山 市 9.5 10.7 15.4 15.7 8.4 9.0 13.3

大沢野町 2.8 2.0 0.3 0.4

大 山 町 1.2 2.8 2.0 2.5 7.2 10.1 9.7

婦中町 0.5 0.3 0.3 0.3 0.2

八 尾 町 13 8.0 11.0 6.2 5.2 1.5 1.5 3,7

小杉 町 0.2 0.5

下  村 0.2 0.2 0.2

新湊市 1.0 1.3

大 門 町 0.3 0.3 0.3 0.3 1.0 2.2 2.2

高 岡 市 1.3 1.6 0.8 08 0.3 0.2 1.9

氷 見 市 1.0 2.2 19 39

1.6

4.0

砺 波 市 0.7 2.1 0.4 5.0 94 11.0

福 野 町 18 8.0 8.0 8.0 8.5 8.0 7.5 7.5

井 波 町 0.3 0.2 0.7 0.4

′
|ヽ矢 部 市 2.6 62 7.4 8.2 4.8 5.7 3.2

城 端 町 11.6 210 40.1 51.0 50.2 481 51.0

井 □ 村 10 18 3.8 3.0 40

福 光 町 5.0 6.0 5.9 4.0 7.7 87 ′

福 岡 町

平  均 60.9 95.2 111.7 127.0 123.3 116.6 124.9 137.7

1

｀レ

ヽ
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市町村別の直播栽培面積と農家数 (平成8年度)

1.ハ イクリアランストラクタ型管理機の実用化

2.富山県における直播亜究の概要|

立富山星農主猿飢主Zttr^1豊菫生る連播試験の取り組み

(|11位 :1、 a,戸 )

(1)供 試機種 ハイクリアランス型管理機

本体 :ハイクリアランストラクタ(Y社 製・F-7H)

粒材散布装置 :M社 製 (水 平直管噴頭 )

(2)供 試資材

カルハ
°-16乾 籾重 2倍 量粉衣籾 (ヨ シヒカリ)

化成肥料 (隣 加安 206)
殺菌剤 (オ リゼメート粒剤 )

(3)散布精度及び作業時間

散布量の変動係数は種籾、肥料で20%、 殺
菌剤で10%程度となり、散布精度は高かっ

た。また、作業時間は種籾、肥料で3分 /

10a、 殺菌剤で 2分 /10aで あった。

言|

165

377

939

43.8

8.6

131

22.1

02

湛水土中直播栽焙

`ヽ

富山県農業技術センター 機械営農課 川口祐男

よ

｀レ

「

・・

1な='I
事

=・
・

区 分

朝

日
町

入

善

町

黒
部
市

立
山
町

滑

川
市

富

山

市

大

山

ｍｌ

婦
中
町

八
尾
町

小
杉
町

下

村
新
＝湊
市

大

門
町

苛
園
剛
・市

氷
見
市

砺

波
市

福

野

町

小
矢
部
市

福
光

町

城
端
町

井
由

＝

農家数 20 23 14 11 10 25

07 3.6 10.3 0.3 13.3 9.7 0.2 1.94.0 3.7 0.5 0.2 1.3 2.2 40 11.0 7.5 32 7.l 510 20

3.2 0.6 8.1 9,0 9.4 0.2 2.0 0.5 1.3 0.8 1.4 3.6 9.4 7.2 0.9 5.8 28.8 1.5

1.7 1.3

0.7

0.6

08

0.8

0.7

07

3.0

2.6

04

2.2

22

0.3

0.3

4.3

0.3

03

3.7

0.3

0.3

1.7

0.2

0.2

0.7

0.6

1.4

0.1

0.3

0.3 0.4

0.4

0.4

0.1

1.1

0.3

0.3

2.3

00

0.3

1.4

196

22.2

18

0.5

05

冊
一鋼
一編
一刑
一型
一帥
一蜘

面

一
　

一
　

ｒ
ｌ
ｒ
ｌ
に
上

02

項   目 昭58 昭59 昭60 8861 B召 62 日召63 平 元 平 2 平 3 平 4 さ′ 5 平 6 平 7 14 8

裁培面千責   ha 57 70 64 54 49 37 51 95 l12 127 123 116 125 138

裁培農家数  戸 80 80 80 114 155 155 203 177 151 168 164

平均蜘1又  kノ 10a 470 430 547 540 520 444 434 480 450 483 418 521 473 響 `7

直播機導入台数 台 13 15 18 18 18 18 18 33 35 38 41 44 46 46

-27-
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2.高 品質直播適用性品種の選定

90

85

80

75

70

65

60

rt. 0.2,1 i
直

播

の
玄
米

蛋
白
質

含

有

率

％

. 〕′セ0'I

1早

長

(cm)

° と系,10

・ 生11
60

55

直播 適用性品種の具 (1指 すべ き条件

(1)低 温条件 において発芽、苗立ちが良好

であ ること

(2)初 期伸長性に優れてい ること

(3)耐倒伏性 に優れてい ること

(4)移 植栽培か ら直播栽培に変えても品質

食味の低下が少ないもの

3.1枚 播栽培におけ る全量基肥施肥法の確立

富山36号 を用い、肥効調節型肥料を利用 した

全量基肥法を検討 した。

(1)全 量基肥を a当 り1.2kgあ るいは1,Okg施 用 し

た場合、化成分施区 (窒 素施用量 1.16kg/a)

とほぼ同程度の収量 となったが、完全粒歩合は

やや低下 した。

(2)収 量 とと蛋白質含有率の関係をみると同一の収

量では全量基肥区の方が化成分施区よりも蛋 自

質含有率が低 くなる傾向がみ られた。

表  収量および収量構成要素 (平 F′t7年 )

55 60 65 70 75 80
移植の玄来蛋白質含有率 (%}

図 2栽 ig方 法による蛋白質含有率の品種間差

1主 1)|]ンとb l1 2け Iチ セ'レ  ]:富 山0:号

(冨 山3,号  S富 d,(0号  6・ 北陸113号

1と 系,10 3こ 系,45 9と 系,S8

注 2)図中の実線は回帰直線、点線はX=Yを 示す。
 、

注3)移 腫は 4月 い日に行い、1員 行栽lgし た。

9  10 11 11 13 14
草  丈    (cm)

図 1 初期伸長性と拝長との関係

注)草丈は層種後 29日 に調査

15

?S

薇
由

質

含

有

率

。  ヽ

.ヽ
°

S.5

(%)

10   15   50   55   60   66   '0   '6   80

11又   量   lk g/al
収量と精米:E白 質含有J'ス との関係

(平 成 6、 7年 )

,o/l8ili ,I{/iu fil 数

ｎｉ

抑

木
1■籾数
(壮 /数 )

所
甲

π

〈
日
ヽ
ノ

歩

％

熟

＜
登数

粒

）
ョ

×

りもV
i00

111子 女米嗜
(腋 /n)

全量基肥 348 2
384 8

810
73 0

218
21 9

337 9 22 7      59 5

r t . 0. ?96
。 ,

,(

2

イ
′

-28-

化成分施

／

／

／

／

719 82 8

「丁下百嗣
|_Lメ し■2姓 |

50



表  収量および収量構成要素 (平 F″t7年 )

.と ,m". 施肥量  穂 数  1穂籾数 :11当 り籾数 登熟歩合
〃じわし仏      (木 /nl) (粒/数) (× 100粒) (%)

千粒
「(g)

精玄米菫
(kg/a)

全量基肥

化成分施

／

／

／

／

470
486

74 1
79 5

348 2
384 8

81 0
73 0

21 8
21 9

470 71.9 337 9 82 8 22 7 59.5

措

式

き

肥

植

種

肥

卓

理

除

管水ん排

種

苗

耕

基

田

括

迫

除

か

防

t

4.地 域に適応 した湛水散播栽培に よる営農 方式 の確立

散播 と移 植 の収益 ・生産性 の検 討 を行 い、対 象地

域 の産業構 造 等 か ら直播 定着条件 を明 らか にす る。

ここでは特 に作業時間 について述 べ る。

(1)作 業時間は育苗や田植え作業が不要になった こと

によ り大幅に減少することが裏付 け られた。なお、そ

の他の管理作業については大 きな差は認め られなか っ

た。

(2)月 別の作業時間は、 5月 上旬 か ら中旬にかけて田

植え と播種の違いが顕著に現れてい るが、 その他の管

理作業時間にはほ とん ど差は認め られない。 また、生

育ステージの違いによ り投下労働 のずれが生 してい る

もの と考え られ る。

表 項 目別作業時間の内訳 (hr/10a)

子 予

代 一

起 代 カ

収 穫 乾燥調製

の

注 )平成 7年 の営農組合記帳デ ータ

を基に、米生産費調査の作業分

類 方法に準 して仕訳を行った。
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―ハイクリアランス トラクタ型管理機を基軸とした圃場管理技術の現地実証 一

富山県農業技術センター 機械営農課 鍋島 学

1.目 的
ハ イク リアランス トラクタ型管理機 (試 作機 )を 乗用管理機 と して用い、湛水散播お

よび追肥、病害中防除の現地実証を行 な う。本年度は新 しく開発 された粒剤散布装置を
用い現地で実証 した。

験 方法

験場所 福光町大塚地区現地圃場57.6a;黒 ポ ク上
試品種 富山36号 (力 川

°-16・ 乾籾重 2倍 量粉衣籾 )

種月 日  5月 9日

試機械

5m
南

↓

」ヒ
10m

試

試

供

播

供

代掻 き :ト ラクタ ;K社製TA607F(60ps),ハ ロー ;N社製HL-3021B(幅 3.2m)
播種おょび管理作業 :ハ イク リアランス トラクタ型管理機

本体 :ハ イク リアランス トラクタ (Y社 製・F-7H;18ps),
粒剤散布装置 :K社 製・BSA-410G(散 布幅10m)

5)播種 方法

播種設定量 :3.5kg/10a(乾籾 )

播種床 :代掻 3～4時 間後 に播種 (湛 水深 5～ 7cm)
6)管理作業 フ

°
ッシュ粒剤散布 (6月 4日 ),オリセ

゛
メート粒剤散布 (6月 18日 )7)肥培管理 全量基肥施肥法 ,供 試肥料 :コ シヒカ リ1号 (N成 分 :8kg/10a)

8)調査項 日 播種時の上壌条件 ,1番 種深度 ,1番 種密度む ら,出 芽・市立率 ,作業条件―(上
壌硬度 ,水 深 ,ス リップ率 ,作業速度 ),作 業能率 ,/[行 溝の形状 変化 ,生
育 ,収 量 ,品 質 ,精 米加工特性 ,食 味 (官 能試験 )9)調 査 方法

苗立調査 :播種後20日 目に行なった。
生育調査 :圃場 の対角線 上を南西か ら北東に向けて等間隔に 5地 点 を設け、各々50cm

×50cmの 枠 内の稲について調査 した。

3 . 言式験結果

ヽ

10m i

10m

5m

4m

搬 出入 [」

54m

5m  5m

図 1.作業行程
注 )未 散布部分 (

の一部で幅 0

105m 5m  5rn

|)に ついては手作業で補正散布 した。 また、本年度 は重ね合わせ部
の未散布部分がで きた。

② →

← ③
↑

①
Ｌ

Ｏ
ｒト

<―

→
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表 1.作業能率

作業 名 播 :1嘔 フ
°
ッソ■*立 斉ll肯文/1子     メリセ メート*立 斉||1教 イF

土壌 条件

中‖赴鞭農(cm)

走行溝表li～‖曽(cm)

水深(cm)

7.1

18.4(13～ 23)

6.5(5～ 7)

13.3(12～ 15)

4.5(3～ 6)

12.6(11～ 14)

2.1(1.5～ 3.5)

気象条件 風 向

風速(m/s)

西

0.3～ 1.0 0.0 0.5～ 1.4

機械装備   1史 用 タイヤ 普通ラクリイヤ ハイラク
゛
タイヤ ハイラク

・
タイヤ

作業能率

作業速度(m/s)  0,793

スリッフ
°
率(%)    11.4

散布量(kg/10a) 3.55(乾 籾 )

槽定願li取 (粒/10a)147,957

圃場作業量(ha/h「 )1.79

1.261

10,3

3.39

1.406

10.3

3.47

2.48 2.46

`ヽ 注 )作 業 面積 は50a(40m× 125m)で 、機械作業 に要 した時間のみで作業能 率 を求めた。 また、

降雨直後 に掃種 したため播 種時 の水深はやや深 くな った。

表 2.苗 立本数 (本 /50cm× 50cm) 表 3.生 育状況 (7月 22[1現 在 )

正 常苗 立 転び苗 合 計 平 均 範 囲

平均  範囲  平均  範囲   平均

20.6  0^シ 91     1.5  0^v 7     22.1

草丈 (cm)

茎数 (本 /r)

葉齢

葉色 (SPAD-502)

58.2～ 68.4

440～  724

11,8～ 13.3

26.2～ 35,6

62.1

588.8

12.5

30.7

t

注 )20× 4ヵ 所 について調査 した。

表 4.苗 立調査

注 )幼穂形成期 17月 24日 ,出 穂期 :8月 14日

草 丈

cm

葉 齢 埋没深   未筋幸  未1:舛

mm %%

苗立率

%

注 1)鳥 害のなか った部分 6地 点について、30cm× 30cmの 枠内のサ ンプルを調査。

注2)推 定播種粒数 (147,957粒 /10a)に 対する表 2で の苗立本数 (88,240粒 /10a)の 調査で

は、苗立率は59.6%。

7.8(0～ 14.8)  2.5(0～ 3.6)  2.8(0～ 15)  7.1   7.1   82,l
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旦.水稲直播研究会現地

(1)日  程

8月 27日  現地視察

① 福光町 安丸

討金  (参加者 約 85名 )

13.30-17.00

散播 (無人ヘ リ)

条播 (乗用播種機 )

散播 (ハ イクリアランス トラクタ)

条播 (乗用播種機 ) 2カ 所

条播 (乗用播種機)・ ・・・・ 2カ 所

8月 28日  検討会 9.00-11.30

① 配布資料および現地視察に関する補足説明

② 総合討議

(2)検討内容

1)現地視察における説明

(注 :収量は後日,山本主任専門技術員よりの報告をいただき追加記入した)

① 福光町安丸

洪積土、土性 :L～ CL、 乾土、基盤整備後 5年、減水深 lm

品種 :コ シヒカリ、 前作物 :水稲、 耕起・ 砕土 :4月 27日

代かき :散播 5月 10日  条播 5月 3日   耕土の深さ 15m

② 福光町

③ 城端町

④ 小杉町

大塚

是安

戸塚

、ヽ́

I

播種様刊 作業機 カルバー
l

1播
種量耕土の硬 さほ場の水深播種深度

|

播種日ハ水日
l

散 播
 |ラ

カンヘリKG135
:

2倍劉 4.5k〔 -1- 0 cn 0～ 0。 5cロ 0～ 0.5cロ r. ro 
lr 
rcrfi

l

夕籠1 翡暑| 16条 1条施El‖ i餞・ヤンマー
:

2倍呵3.4 0～ 0.5 0～ 0.5 0。 5～ 1.0 s. ro 
lrr 

arfi

播種様式 出芽始め 出芽盛 り 出芽終 り 播種粒数 苗立数 苗立率

散  播

条  播

5。 16

5.17

5.18

5。 19

5.20

5.21

260 粒/ご

109

169 本/ピ

73

65 %

67

播種

様式

茎数

6.18 7

本/m2
3 7.18

草丈

6.18 7

cm

3 7.18
葉

6.18 7.

色

3 7.18
幼穂

形成期

出穂期 実 収

(kg/10a)

散播

条播

775

479

990   780

520   4185

64

67

34

30

55

55

4.1

4,9

3.6 3.5
3.7  4.0

7

7

23

24

8.14

8.14

449

428
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t

現地の状況

散播はむらがなく生育も良いが,過繁茂の様相を呈している。播種量は4.5kg/10aと 多い

が,当初の予定は3.Okgであったが播種時にやや風力渇資く,均一播種ができず播種量が増加

した。

条播は,6.18段階ではやや弱々しく見たが,8.27段階ではじっかりした稲姿であった。

(以上 富山県農業技術セ ンター 機械営農課 鍋島学氏の資料より)

現地の状況

生育は順調であり、特別の問題はない。

③城端町是安

代かき 5月 4日 、土壌硬度 -0.2c口 、すべて条播、播種量 3.3 kg/1oa(カ ルバー1.5倍量 )

播種日 5月 8日 、平均播種深度 0.5 cm。 初期の水管理 :入水期間 5.8～ 15、 5。 17～ 26.

溝切り :6月 13日 、除草剤 :プ ッシュ(5.17)・ モゲ トン(5.29)0ォ ー ドラム(6.2)

試験区 品種 施肥法肥料の種類基肥 N量 穂肥 N量 (施用月日)

A

B

C

富山 36号

コシヒカリ

コシヒカ リ

回条施肥

側条施肥

慣行施肥

側条10号

ヨシヒカリ1号

側条10号

N-3.2kg

N-2.Okg

N-3.2kg

N-1.5(7.28),N-1.5(8.3)

一         N-1.5(81。 4)

N-1.5(7.30),N-1.5(8_4)

t

播種様式 作業機 カルパー 播種量 耕土の硬さ 播種時の水深 播種日 入水日

散 播 (上記 ) 2倍量 3.55kg 7.1(中村式 5*7 cm 5.9 深水のまま

播種様式 播種粒数 苗立数 苗立率 茎数 草丈

(7.22)

幼穂 出穂期 実 収

(kg/10a)

散 播 14雛/m2 8鉢/m2 約60% 589    62 7.24 8.14 484
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苗立

本数

苗立

率

茎数 (月 0日
)

6.187.37.188.22

草丈

6.18 7.37.18 8.22

葉令

6.18  7.3  7.18 8.22

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

74

70

73

61

58

73

617 840 653

502 662 600

498 6:)4 489

351*

343*

300*

28

36

35

48

60

54

62

72

67

74

90

81

8.7 11.1

8.1 10.4

8.0 10.2

12.6

11.7

11.5

14.8

13.8

13.8

*印 :測定誤差大きく、 A区 は 400～ 430ぐ らいであろう、との説明あり

幼穂形成期 出穂期 実収 (kg/10a)

Ａ

　

Ｂ

　

Ｃ

7月 24日

7月 23日

7月 23日

8月 14日

8月 12日

8月 12日

525

510

460

(以上,砺波農業改良普及センター

城端支所 川原俊昭氏の資料より)

ヽ

現地の状況

いずれの区 も良好な生育であったが、 コシヒカ リは富山36号 に比較 してやや軟弱で草丈が

高 く、倒伏のおそれがある。

④小杉町戸破 (ひ ばり)

沖積土、 半湿田、 土性 :CL、  基盤整備後40年、減水深 lm、 前作物

条播 (ヤ ンマー側条施肥播種機)、 想定播種量 4kg/10a(カ ルパー 1.5倍量)

播種時の水深 10皿、耕土の深さ 15m、 耕土の硬さ ±Om、

水稲。

播種粒数 苗立数 苗立率 播種深度

富山 36号 慣行

田干

96粒 /ピ

96

83

79

86

82

0.7

0.4

Cロ

コシヒカリ 82 82 1010 0,7

水管理 (播種後の入水期間)

慣行 : 5,12～ 16,5。 18～ 20,5.22～ 26

田干 : 5。 15～ 20,5。 22～ 26,

_ヽ
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月 。日

草丈  (cm)

6.18 7.18 8.21

葉  令 (葉 )

18 8.216 8

1富 山 36号  中千

深水

614

614

′
712

603 453

424

27

27

35

62 84

84

88

62

7.5 11

出穂期 実収 (kg/10a)

8月 14日

8月 13日

7月 25日

7月 28日

中干区

深水区

慣 行 の水 管 理

6.21～ 7.5の 期 間 に深 水

幼穂形成期

t

富山 36号

コシヒカリ

468

540

(以 上、/N多町農協戸破支所 中橋雅彦氏

高岡農業改良普及センター 藤井謙二氏

の資料より)

t

現 地の状況

区間 に差を認めず

2)検 討会  司会  中村嘉寿 (富 山県)専門技術員班長

①  資料 および現地 に関す る補足説明

*富 山県 における直播の概況 (中 村氏 )

直播 は、米の低コス ト生産を可能 にす る技 術 と して有望 なことか ら、その技術確立 と普及推

進 を図 る。 当面の目標 と して 500 ha、 将来 は 3.000 haを 期待 している。

品種 は、成熟期の遅れによる登熟不良 を招 かないよ う中生 と し、当面 コシヒカ リを中心 に考

えてい る。

直播の様式 としては、発芽・ 苗立が比較的安定 してい る湛水直播 (条播及び散播)と す る。

土壌が還元化 しやす い粘質の透水不良 田は避 ける。

昭和 20年 頃の直播の作付 けは20haぐ らいであ ったが、徐々に増加 し、平成 3年 には 100haと

な った。本年 (平成 8年 )の 直播面積 は 138haで あ る。城端町 (51ha)を 中心 に砺波平野で81

haと 富山県の直播の大部分を占め る。他 は富山市周辺、黒部市周辺 などに散在す る。

*富 山県農技セ ンターの直播への取 り組み (富山農技セ ンター 川 □祐男氏 )

①、ハ イクリアランス トラクタ型管理機の実用化

ヤ ンマーのハイク リアラ ンス トラクタ (F-7Ⅱ)に 、丸山の水平直管噴頭 (散布幅 10■ )の 組

み合わせで、播種・ 施肥・ 薬剤散布を行 う試験 を行 っている。

作業精度・ 能率共 に高 く、例えば播種や施肥 での散布量の変動係数 は20χ、 1回散布能率は

3分 /10a、 殺菌剤散布では変動係数 10%、 能率 は 2分 /10aで あ った。
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6.18  7.18  8.21

ヨ シ ヒカ リ 6.9 10.0 12.4



②、高品質直播適用性品種の選定

低温条件における発芽率と芽長、初期伸長性とかん長との関係、玄米蛋Ёl質 含有率などで品

質を検討 している。富山36号 のほか、と系 993・ と系 995。 富山 39号・富山140号 など、有

望な系統 もある。

③、散播栽培における全量基肥施肥法

全量基肥の方が、化成分肥区より蛋白質含有率が低くなる傾向がみられた。

④、地域に適応 した湛水散播直播による営農方式

10a当 たりの労働時間は移植・ 15時 間、直播・ 10時 間であるが、この労働時間の差は、 4月

中旬から5月 中旬にかけての労働時間の差による。この労働時間の差をいかに上手に活用する

か、このことを営農方式に活かすことが必要。

*城端町での直播栽培の取 り組み (南 砺農協 西川武志氏 )

平成元年には10ha以 下であったが、 4年 には50haま で増加 した。 しか しここ数年はほぼ50ha

前後である。様式は湛水直播で、条播が60%で 散播が40%,直播は移植に比べ し収穫期がやや

遅いので、乾燥施設の有効利用には有利。直播が増加 したのは、播種作業受託の体制が整 った

こと、技術指導 と責任体制を整えて失敗させなか ったことなどによる。

技術上の問題点 としては、依然として苗立 ちの不安定であり、直播適性の高い品種が望まれ

ている。様式としては、散播が効率的で望 ま しく、カルパーがなくても安定的に苗立が確保で

きる技術の確立を望んでいる。

*射水管内での取 り組みについて (高 岡普及セ ンター 藤井謙二氏 )

管内 5市 町村の平成 8年 の直播は、 12戸 03.9haで ある。大門町 (2.2ha)、 新湊市 (1.3

ha)が多いが、今後、新湊市・ 小杉町で増や したい。散播より条播で進めたく、条播の技術を

確立 した後、散播 も考えたい。

技術上の問題としては、良食味で直播に向いた品種、カモ対策 (と くにこの地帯は多い),

出芽・ 苗立の安定、ば らつ きを無 くす技術の確立に努めたい。

*黒 部市若栗地区での無人ヘ リ散播直播について (新川農業改良普及センター 浅生秀孝氏 )

平成 6年から平成 8年 までの 3ヶ 年実施 した。年により気象条件が異なるので、単純に比較

はできないが、調査結果は次のとおりである。

播種様式 :湛水直播 (散 播)、 無人ヘ リ (ヤ マハ R-50)使 用、品種 :コ シヒカリ

沖積砂壌土、乾田

ヽ_
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t

播種 日 播種量 カルバー粉衣 播種深 さ 苗立数

H・ 6

７
‐
　

　

Ｏ
ё

5.12

5.13

5.13

4.Okg

3.5

3.5

倍量 4 ■ロ

4

3

92本

80

95

2

1.5

茎 数 (本/ご )

6.18 7.18 穂数

草 丈  (m)

6.18 7.18 かん長

H・ 6

7

8

392

160

488

610

520

652

402

368

464

33

23

31

72

64

61

84

77

86

千粒重 精玄米重 実収

(kg/10a)

黒部市単収

(kg/10a)

移植比

(%)

H・ 6

7

8

24.6

23.6

24.1

545

551

532

540

520

497

564

530

550

96

98

90

t

播種精度は比較的高いため、田面が均平であれば、苗立 も比較的安定する。平成 8年 には、

代かき直後に トラクター車輪による溝付けを行 ったが、初期の水管理が容易で、苗立ちむ らの

解消に役立った。カモの被害は l ha程度の団地になっておれば大きな被害は出ない。移植に比

べ、収量 もあまり差がなかったので、10a及 び 60kg当 たり生産費は、共に約 10%低減 した。
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施肥(Nkg/10a) 基 肥 早 追 わぎ用巴(1日 目)  (2日目) 合計 N量 (kg/10a)

H06

7

8

lo,)
I L.,)

4.0 (Ht)

4.0 (HE)

2.3 1.5       4.0 (LP)

5.0(LP) 一

2.0 (有颯)  1.0 (有 11)

1 0 1

9 0

7.0

幼穂形成期 出穂期 成熟期 穂長 一穂籾数 登熟歩合

H 6

7

8

7.21

7.29

7.25

8.11

8.20

8.13

9

0

9

27

8

30

1

18.5

17.7

16.6

63

77

62

92.9

84.5

88.8



播種様式 播種方法 播種 日 播種量

H Ａ
）

　

７
１
　

　

０
０

乾田直播

折衷直播

湛水直播

麦用 ドリルシーダ・ 7連 (鰍菫嗜 I,I土 )

ニプロシーダ・ 6連 (側燿で4c口のV溝哺I`趾 )

側条施肥田植機利用 (6条・ヤンマー)(代か誠、清嗜 I、 賢土)

4.7kg

7.2

3.4

*黒 部市若粟地区での直播 (播種様式)試験 (新川農業改良普及センター 浅生秀孝氏)

平成 6年か ら本年 (8年 )ま で 3ヶ 年実施 した。

沖積砂壌土・乾田 品種 :コ シヒカ リ(カ ルバー]― ティングなし)

播種深 さ 苗立数 苗立率

H・ 6

７
‐
　

　

０
０

15 回ロ

10

6

9

89 %

26

74

`` レ

施肥 (N kg/10a) 基  肥 早  追 穂肥 (1回 目)(2回 目) 実 肥 合計 N量

H・ 6

7

8

4.5

3

3

6

0

1.2

0.7

2.3

2.0 3.4(LP)

4.0 (1′ P)

3.0 (LI))

2.1

1.0

2.3 13.4

10.4

9.3

茎 数 (本 /ご )

6.18 7.18 穂数

草

6.18

丈  (C:口 )

7.18か ん長

幼穂形成期 出穂期 穂  長

cln

H・ 6

７
１
　

　

０
０

560

90

313

597

357

663r

467

327

417

32

20

30

75

65

69

911

84

93

7.23

8.1

7.24

9

8

|

成熟期

(月 日

一穂籾数

(粒 )

登熟歩合

(%)
千粒重

(g)

精玄米重

(kg/10a)

移植比

(%)

H・ 6

7

8

9.26

10.10

10. 2

64

82

79

90.6

76.7

78,7

24.4

23.7

24.2

591

501

567

570

528

589

564

5130

550
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乾田直播は、播種時の砕土率と入水す るまでの土壌水分 (降雨の有無)が、苗立ちに大きく

影響する。折衷直播や湛水直播は、田面の均平や播種深 さが苗立ちに大きく影響する。

施肥・ 水管理などで生育を制御できたため、平成 607年 度ともに移植並の収量を確保でき

た。乾田直播・ 折衷直播では代かきを行なわないため、減水深が大きく、粒状タイプの農薬・

肥料の効果が不安定である。

生産費は、10a及 び 60kg当 たり共に、移植に比べ 10～ 15%低減 した。田植機が直播にうま

く利用できれば、さらに低減することができる。

砂質土壌では、無代かき直播は減水深が大 きくなりす ぎ、好ましくない。

条播は、本田での管理が容易なため、さらに作業の精度が向上 し、価格が安 くなれば、大規

模農家の直播への取 り組みが容易となろう。

t
*福 島県会津坂下地区の直播について (会 津坂下農業改良普及セ ンター所長 馬場知氏 )

苗立ちの安定化を重視 して技術指導を行 ったが、水管理が悪 く、一部で苗の無いところがで

きた。農家は、散播より条播の方が取 り付 き易いようである。 ヒエが多 く、特に基盤整備跡で

問題が大 きい。

*苗立安定化のための初期の水管理について (富 山県普及技術課主任専門技術員山本良孝氏 )

播種時及びその後の水管理が、水稲の発芽・ 苗立に大 きく影響するのではないか、というこ

とか ら、直播の技術対策の一部変更を考えている。即ち、平成 8年度の水稲直播栽培技術対策

の水管理については、①生育初期は水温を高めるため、 3～ 4 cmの 浅水管理とする、②播種後

10日 日頃に芽干 しを行い、苗立率の向上を図る。 としていたが、次の様に改めたい。①播種後

t  7日 程度は、土壌表面に亀裂が入る程度に田干 しを行い、出芽に必要な酸素を供給する (雨 が

強い場合は湛水 し、籾が洗い出されるのを防 ぐ。②圃場全体の表面水が均―に落ちるように、

手溝を掘る。③田干しが不十分な場合は、出芽時に再度芽干しを行う。④出芽後は浅水管理を

徹底し、苗立ちの向上に努める。

このことについて、黒都市若栗地区の担当者 (新 川農業改良普及センター浅生氏)は、そ の

経験を、写真で示 しなが ら以下のように説明。

代かき後 ドライブハローを上げ、 トラクタの車輪跡をつけて表面水の排除を行った。播種深

さは 0.7c口 と適当な深さであった。当初、 7日 間の予定であったが、早 くに亀裂が入ったの

で、田干の期間は 4日 間とした。圃場全体が均一な苗立 ちを示 し、苗立率は81%,苗 立本数は

101本 /nfで あった。
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[2]総合討議

* 苗立確保のための初期の水管理 0漏生籾の発芽 (水 田中の前年の脱粒籾の発芽)につい

て質疑があり,中村喜彰氏 (石川短大)お よび太田保夫氏 (東京農大)よ り意見が述べら

れた。

* 新潟県・石川県・福井県・滋賀県からの出席者から,今回の検討会についての感想が発

表された。

* 日本型直播稲作導入指針について (北陸農政局農産普及課 野口智司氏 )

農業研究センター編「研究機関 。行政・普及部局の指導者のための手引き書」について説

明があり,こ の資料を関係機関に送付 したので,検討の上,質問 。意見を出して欲 しいと

の要望があった。

、ヽ_
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【参考資料】

『平成 8年度 富山県の水稲直播栽培の生育並びに作柄概況』

1、 播種は 5上旬か ら中旬にかけて行われ、県平均の播種 日は 5月 11日 であった。

播種量は乾籾で 10a当 たり4 kg程度播種された。

苗立率は 74%と 高 く、ぽ当た り苗立数もヨシヒカリで 113本 、富山 36号 で 93
本であった。特に、コシヒカ リの表面散播では 140本 と過剰な市立ちとなった。

苗立 ちが良好であった理由としては、

①播種後、一一時的にはかな り低温に経過 したものの、 5月 6半 句以 |'年 は高温に経過 し

たこと、

② l番 種後に田干 し、芽干 しが積極的に行われ、芽に対する酸素供給がなされたことな

どが挙げられる。

2、 直播栽培では移植栽培に比べ、草丈で 15～ 2 0cm程 度短めに推移 した。

茎数は移植栽培に比べ 10日 程度遅れた推移とな り、最高分げつ期 も 10日 程度遅い

7月 8日 頃となった。また、最高茎数はヨシヒカ リでm2当 た り617本 、富山 36号 で

688本 と過剰ぎみとな り、特に、散播栽培で多かった。

葉色は 6月 中旬頃か ら高 くな り、 7月 初旬に最 も高 くなった後、 7月 下旬にかけて徐

々に低下 したが、移植栽培に比べ、葉色の低下が遅かった。

葉齢は移植栽培より2葉程度遅 く推移 し、最高分げつ期が 7月 8日 、幼穂形成期が 7

月 241]、 出穂期が 8月 13日 と、いずれ も移植栽培より 10日 程度遅かった。

3、 m2当 た り穂数はヨシヒカ リで 460本 、富山 36号 で 44()木 、 1穂 着粒数はヨシヒ

カ リで 65.4粒 、富山 36号 で 73.6粒 であった。この結果、ぽ当たり着粒数は 3

0,000～ 32,000粒 と多 くなった。

登熟歩合は両品種とも約 80%と やや低 く、千粒重は 23～ 24gと 高か った。

実刈収量はヨシヒカ リで 4 7 7kg/10a、 宮山 36号 で 5 0 2kg/10aと 富山 36号 で高 く、

47ケ所の平均で 4 8 7kg/10aで あった。

また、両品種とも屑米が多く、この理由としては、

①着粒数が過剰きみであったこと、

② 8月 下旬から9月 上旬にかけて極めて低温・寡照に経過 したことなどが挙げられる。

さらに、ヨシヒカリについては半数以上の実証回で倒伏軽減剤が使用されたものの、倒

伏がみられたことが屑米を多くした要因の一つと考えられる。

4、 品質・食味については完全粒比率が 85%程度と高く、精米蛋白含有率も5.5%と 低

くなり、移植栽培と同等の高品質・良食味となった。

直掃栽培においては品質・食味の低下が懸念されたが、移植同等の高品質・良食味に

なった理由としては、

①苗立ちが均一であったこと、

②茎数の推移などを十分に考慮 し、穂肥施用を的確に行い、倒伏を最小限にとどめた

こと、

③登熟期||]が低温に経過 し、籾の黄化が遅れたが、これに合わせて刈取り時期を遅ら

せ、十分に黄熟 してから収穫されたことなどが挙げられる。

-41-



ョ笠歯f壬1蛙 三基r蘭亘上uょ場ここ塾 ■左登_[土些こ2退:茎菫

品薔 拓種様式 16棧 月日
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表 1移 植栽培 と直播栽培 におけ る出穂前後 の気象 比較

平 均 気 温 平  均  日 射  量

栽 培 様 式  出穂 前 20日 間

(°C)

出穂後 30日 間

(℃ )

出穂 前 20日 間

(HJ/m2・ day)

出穂後 30日 間

(MJ/mを 。day)

移 植 栽 培

直 播栽 培

(登 熟 盛 期 )

26.7(25.3)

27.8(26.3)

26.4(26. 1)

24.5(25. 1)

22.9(24.7)

19.0(18.7)

15.6(14.8)

ll.0(15.0)

差 ・比 +1.1 -1.9 103 82

()内 は平年値

30

28

‐ :″
移 植 栽 培

・← 直播栽培`ヽ _
,

ピ

ヘ
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=リ

気 ,9
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″‐

Ｒ
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ハ

↑

穂

ヽ・ ..。
,

ヽ

8

°
C

2

0-30  -20  -10 出穂期  110  +20  130
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図 1移植栽培と直播栽培の気温の推移(平成 8年 )

140   150

ヒ
26

24

22

20

人
一 移植栽培

・← 直11番 栽培

ｍ
明

ｖ

↑

穂――
］

日
射
量

８

６

４

２

０

８

′ヽ

ノ

″

υ

ｎ
／
″
　

ｎ
Ｈ
〉
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図2移植栽培と直播栽培の [1射量の推移(平成 8年 )
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『水稲直播栽培の安定化技術』  富山県普及技術課 主任専門技術員 山本 良孝

直_」五」■」1_」二三ЁI左
_

(1)種 子 予 措

ア、発 芽 力 の 高 い II子 の 確 保 (直 1番 専 用 の 種 ■」:庄
)

イ、1 13の 比 重 液 に よ る 未 熟 籾 の 徹 底 選 別 。

ウ、千重子 /肖 fl子 の 徹 底 。

■、適 正 な 浸 租 (水 の 交 換 に よ る 酸 素 不 足 |[1避 )()

オ、l mm程 度 の 催 芽 (芽 は 仲 ば し 過 ぎ な い よ う に 注 意 )。

(2)カ ル パ ー コ ーテ ィ ン グ

ア、乾 籾 2倍 量 の コ ーテ ィ ン グ お よ び タ チ ガ レエ ース 粉 剤 を 3%混 合_す るの

イ、カ ル パ ー 全 体 に 均 一 に 水 分 を 混 和 させ る。

ウ、コ ー テ ィ ン グ 後 は む しろ 等 の 上 で 陰 干 し し、 カ ル パ ー を 硬 め る。

(乾 か し過 き な い よ うに 注 意 )

工、コ ー テ ィ ン グ 後 は 41]以 内 に 播 種 す る。

(3)回 場 準 備

ア、乾 田 状 態 て 田 場 の 均 平 に 努 め る。

イ、少 な め の 水 て 代 掻 き を 行 い、 11藁 や 夕||:11iを 確 実 に 鋤 込 む。

ウ、練 り 過 ぎ な い よ う に 十 分 注 意 す る。

1、 散 播 の 場 合 は 代 掻 き 直 後 に、 |ヽ ラ ク タ ‐―の 111愉 跡 を つ け、 表 面 水 を

車 輪 跡 に 集 め る。

(4)掃 種

ア、条 1番 の 場 合 は 土 壌 表 面 が や や 硬 い 状 態 て 、 1請 III深 度 か 1()～ 5 1nmに な る

よ う に 拓 i千 す る。 (表 而 掃 き や 深 1番 き に な ら な い よ う に 注 意 )

イ、1汝 1番 の 場 合 は 10～ 5 mmの 播 種 深 度 に な る よ う に 、 代 掻 き i山 後 に 表 面 水

が な い 状 態 で 播 種 す る。 (掃 種 ム ラ が 無 い よ う に 十 分 注 意 す る。 )

ヽ _

(5)水 管 理|!

7、 掃 神 後 71_1程 度 は _L壌 表 面 に fL裂 が 人 ろ |∵ 度 の ‖||し 4 ilい 、 ||1方 に ′Z

要 な 酸 素 を |||1給 す る。

(雨 が 強 い 場 合 は 湛 水 し、 籾 が 洗 い 出 さ れ る の

イ、団 場 全 体 の 表 而 水 が 均 一 に 落 ち る よ う に 、 ]‐ 711

ウ、‖

「

|し か 不 1分 な 場 合 は 、 出 芽 時 に ||∫ 度 勁 |し
1、 |11功 後

`ま

′́児水 管 理 を 徹 底 し、 i市 立 ち 向 _|に 努 め

(6)鳥 害 対 策

7、 ス ズ メ に 対 し て は 確 実 に 土 |11に 掃 種 す る

イ、カ モ に 対 し て は 落 水 し、 土 壌 表 面 を 千更 く

ウ、水 ll」 の 周 辺 に 、 鳥 害 111避 用 の 糸 や テ ー プ

く

ろ

う

防

掘

′句
　

‐

を

を

を

ろ

と

る

を

こ

す

等

て 回 避 す る .

こ と て 回 避 す る′
)

」|く る
`、

(7)そ の 他

7、 直 播 を ]・
・定 し て い る 剛 場 で は 有 機 物 の 施 川

`川
空え る

`)

イ、掃 11後 _1崚 表 而 に 肥 料 分 が 過 乗||に な ら な い よ う に、 /1●む す る。

(ア オ ミ ドロ、 表 」.剥 離 の 防 止 )
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t

ヱ_ミ _直_1播 に お け る 収 量 質 の 安 定 化 対 策

(|)市 立 ち の 安 定 化

ア、m'当 た り 8()本 程 度 の 、 均 一 な 苗 立 ら酢 保

(乾 初 3 kg/10a、 耐 当 た り 110粒 程 度 播 千1T、 市 立 率 7()%確 保 )

イ、_|「 記 の 苗 立 安 定 化 技 術 を 徹 底 す る。

(2)施 肥 方 法

ア、基 肥 は 移 1直 栽 培 よ り 2～ 3判 程 度 減 肥 す る。
イ、穂 肥 は や や 遅 め に 施 用 し倒 伏 を 防 ぐ。 ま た、 過 剰 若 粒 数 や 倒 伏 の 懸 念 が

あ る 場 合 は 穂 肥 施 用 を 控 え る。

(第 1回 目 の 穂 肥 は ヨ シ ヒ カ リ で は 出 穂 の 15日 前 頃、 富 ||13(,号 で は
20[]前 頃 と す る。 )

1)、 穂 肥 量 は 窒 素 成 分 で 10a当 た り 3.O kg以 内 と す る。
■、実 肥 は 施 用 し な い。

(3)適 正 生 育 量 へ の 誘 導 と 根 の 活 力 向 上
立

効

効

高

穂

　

穂

程

熟

ｏ

苗

有

有

最

幼

３

出

粒

登

る

後 は 浅 水 管 理 や 軽

ク) げ フ́ 準冬 ||_1 サυl(6り :l

茎 確 保 後 は ‖1干 し

分 げ つ 期 (6月 281_|

形 成 すυl(7月 251:1頃

5程 度 と す る。

期 に m・ 当 た り 茎 数

度 確 保 す る。

1切 |‖||よ 4又 1値 の 5～

い 田 干 し を 行 い、 早 期 茎 数 の 確 保 に 努 め る。

15日 頃 )で m7当 た り 400本 絆 度 の 多 数 を 確 保 す る。

を 行 い、 根 の 仲 長 を 促 す。

頃 )で m?当 た り 600木 程 度 の ネ 数 と す る。

)で 草 丈 7 0cm以 内、 nf当 た り 半 数 52f)本 、 業 色

4 2 0本 、 1穂 着 1立 数 6 51立 、 m° 当 た り 2 7 3百

7「1前 ま で 間 断 灘 水 を 行 い、 1長 の 活 力 紺 持 に 努 め

カ

(4)収 穫 ・ 乾 燥 。調 製

ア、籾 黄 化 率 90%程 度 と 十 分 に 登 熟 し て か ら 収 穫 す る。

イ、休 止 乾 燥 を 行 い 水 分 の 均 一 化 に 努 め、 15.5%に 仕 上 げ る。

ウ、1.8 5mmの フ ル イ で 屑 米 を 徹 底 選 別 す る。
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2、 圃場全体が均―な苗立ち

代掻 き後 トライアハローを上 げて車 輪跡 を付 け る 播種深度が0 7cmと 適度 な深 さ

苗立率 81%、 苗立本数101本 /r
播種後 4日 間田 |・ し

_ヽ

ヽ_

6、 同場全体が均 一な占立 ち

-46-

1、 トラク ター車輪 による表面水 の排除

5、 田面に亀裂が入 る程度
苗立率 67%、 苗立本数105本 /ぽ

|■■■

■||■■|■|

|■■■

■

3、 柔 らか過 きる圃場 での播種 4、 l番 種後 5日 間は完全落水



7、 出芽期 の芽干 しによる苗立 ちの安定化

播 種後 7～ 10日 頃
8、 播種後 7日 目_の 出芽状況

上」全_深水によ二_重_2軟 弱徒長化

落水 によ り倒れた状態

▲

｀レ

L

ヽ

9、 日干 し による浮 き

1 2、 i, lt の カ モ の

の ス ズ メ の
硬 い :|`分 はカモの被害が少ないc

軟 らかい部分 において条に添 って被害が集中す るc
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11、 播種深度 の浅 い部 分 〔
=



ヽ_

水稲直播研 究会事 務局

東京都港区新橋 4丁目29番 6号

〒 105     寺田ビル 3階

財団法人 農産業振興奨励会内

TEL 03-3434-7401r.呻
FAX 03-3434-5 8 8 3


